
入院しながら学校に通える

摂食障害編



摂食障害

三重病院では摂食障害のための入院治療を行っています。

対象となる摂食障害は「神経性やせ症」「回避制限性食物摂取症」です。

両疾患とも様々な理由から食事が摂取できなくなり、体が低栄養状態に陥る疾患です。

成長期のお子様の成長を止めてしまう可能性があるため、できるだけ早期の栄養状態の回復が必要です。



安静によって、疲れている「からだ」を休ませます。

疲れているのは「からだ」だけではありません。

「こころ」も疲れているので、必要に応じてカウンセリングや心療科医の診察を受けてもらいます。

治療 大事なのは「安静」と「栄養摂取」です

栄養摂取によって、体の一つ一つの細胞に栄養と潤いを与えます。

ある程度栄養状態の回復が得られたら、次は体をすこしづつ動かし始めます。



午前中登校、午前午後登校を行い、
体を登校に慣れさせていきます。

中学生、高校生は
中間テストや期末テストもあります。
緊張しますが、みんな頑張っていますよ。

一時的に転校は必要ですが退院時には
地元の学校に必ず戻れます。

栄養状態が回復したら、当院併設のかがやき特別支援学校の通学を始めます。

１クラスは少人数です。
直接先生に質問しやすい環境です。
登校ができなかった分の勉強を自分
のペースで取り戻すことができます。

かがやき特別支援学校に通います



かがやき特別支援学校

入院しながら登校ができるため、

地元の学校の授業のペースに

大きく遅れることはありません。
授業の内容は100%同じではないので、

学校間で連携を取っています。

安心してくださいね。



摂食障害で悪くなった「からだ」の回復にはとても時間が必要です。

治療も大変つらいことも多いです。

摂食障害という病気と闘うために、一緒に頑張りましょう。
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